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１ はじめに 

特定非営利活動法人近畿環境市民活動相互支援センター（以下「エコネット近畿」という。）は、

近畿地方環境事務所（以下、「近畿事務所」という。）との請負契約に基づき、近畿環境パートナー

シップオフィス（以下「きんき環境館」という。）及び近畿地方ESD活動支援センター（以下、「近

畿ESDセンター」という。）の運営業務を実施している。本報告書は、令和7年度業務実施計画に基づ

く令和7年度のきんき環境館及び近畿ESDセンター運営業務（令和7年4月1日（火）から令和8年3月22

日（日）までの1年間）の事業内容を報告するものである。 
 

 

２ 業務の目的 

近畿事務所では、近畿地方（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県及び和歌山県）を対象に平

成17年1月からきんき環境館を設置し運営してきたところである。 

また、持続可能な社会の創り手を育成するESDの推進のため、文部科学省と環境省が共同で全国ESD

活動支援センター（以下「全国センター」という。）と8つの地方ESD活動支援センター（以下「地方

センター」という。）を設置し、第2期ESD国内実施計画に基づくESDの全国的な展開、支援体制の充

実等を図るとともに、気候変動を切り口としたESDの取組も進めているところである。 

本業務は、きんき環境館が環境教育等促進法の規定する国の役割を果たすため、また近畿ESDセン

ターが国内実施計画等を踏まえた役割を果たすため、全国8ブロックに設置されている環境パートナ

ーシップオフィス（以下「EPO」という。）と地球環境パートナーシッププラザ（以下「GEOC」とい

う。）のネットワーク（以下「EPOネットワーク」という。）を活用するとともに、近畿地方の事情

を踏まえて各種事業等を企画し、それを実施することにより、市民、NPO/NGO、行政、企業等、社会

を構成する様々な主体による協働・連携の取組を広げ、効果的・効率的に環境保全活動、多種多様な

環境施策への協力及びESD活動等を活性化させることを目的とする。 

また、｢第5次環境基本計画｣（平成30年4月閣議決定）において提唱された、環境・経済・社会の統

合的向上を図る「地域循環共生圏」の考え方及び「地域課題を解決し、地域の魅力と質を向上させる

地方創生に資する脱炭素」をキーメッセージとして発信している「地域脱炭素ロードマップ」（令和

3年6月国・地方脱炭素実現会議決定）の考えに基づき、各地域が自立・分散型の社会を形成しつつ、

地域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、環境で地

方を元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築するための創造に取り組むことを目的とする。 
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 【開催状況】 

  
【主 催】 きんき環境館 

 
＜アドバイザリー委員会 名簿＞ 敬称略・五十音順 

 

所属等 役職 氏名 

 

株式会社イマゴト 代表取締役 秋田 大介 

大阪公立大学 現代システム科学研究科 准教授 黒田 桂菜 

成安造形大学 未来社会デザイン共創機構 研究員／講師 田口 真太郎 

社会福祉法人大阪ボランティア協会 常務理事／事務局長 永井 美佳 

同志社大学 名誉教授 新川 達郎 

Future Creation Lab.オブリガード 代表 森 伊知郎 
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 【内 容】 奈良県天理市・山添村・関係機関が、オーガニックビレッジ宣言を通じて、地域

循環共生圏の構築に向けた取組を推進するための対話の場を形成・支援するとと

もに、今後も関係者のみで継続させていくことを目的とし、この対話の場を通じ

て、両地域のリソースや知見を結び付け、持続可能な地域づくりに資する先進的

な取組の創出と、他地域への横展開を推進する。 

 【主 催】 きんき環境館 

 【プログラム】 1， 取組紹介 
2， 地域の参加者紹介 
3， 意見交換 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 

2/3 ＜主催開催＞ 参加者数：24 名  
【名 称】 対話の場づくり（亀岡市）  
【形 態】 対面  
【場 所】 亀岡市  
【内 容】 MEGURU STATION®やHOZUBAG、Circular Kameoka Labの現地視察、意見交換会を通

じて、亀岡市が目指すまちづくり、今後の構想に向けた展望と課題等を伺い、各

省庁がそれぞれ関連する政策の重ね合わせ、課題の共有と解決の方向性を見出

す。地域循環共生圏の実践地域として、継続的、発展的に事業を推進するための

省庁との連携を強化する。 

 【プログラム】 1， 趣旨説明 
2， 視察 
3， 参加者意見交換 

 【開催状況】 

  
【主 催】 きんき環境館 

3/11 ＜共催開催＞ 参加者数：11名 

 【名 称】 資源循環施策に関する自治体意見交換会（勉強会） 

〜先進事例と国の支援制度のご紹介など〜 

 【形 態】 ハイブリッド 

 【場 所】 京都テルサ 

 【内 容】 京都府内の資源循環担当課をはじめとした各自治体職員を対象に、亀岡市及び奈

良市月ヶ瀬地区におけるMEGURU STATION®の先進事例並びに環境省の施策を紹介

し、その後、意見交換会を実施した。 

 【プログラム】 1. 開会 
2. 事例紹介 
3. 参加者意見交換 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 
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6/6 ＜現地見学＞ 

  【名 称】 令和７年度良好な環境を活用した観光モデル事業 阪南市視察+現地会議（名称なし） 

  【目 的】 阪南市の現地視察、観光モデル事業の会議参加から情報収集を行う。 

  【参加者】 阪南市役所、クラブツーリズム株式会社 

  【形 態】 ハイブリッド 

  【場 所】 阪南市役所他 

  【内 容】 豊かな水辺、星空、音の風景等、地域特有の自然や文化は日本独自のものとして、イ

ンバウンドにおいて重要性が高く、地方観光の核として観光地域づくりに活用するこ

とが可能であり、地域特有の良好な環境を活用した観光の推進により、持続可能な観

光地域づくりを達成し、ウェルビーイングや地域の魅力度の向上、地域活性化を実現

することへの期待が高まっている状況を踏まえ、自然資本の磨き上げとその利活用に

取り組み、良好な環境を活用したインバウンド観光の推進を図ることを目的としたモ

デル事業を環境省が実施。地域資源を活用したインバウンド誘客にて、働ける場所が

増加することによる人材・資金等を確保し、今後の地方観光の活性化につなげていく

観光モデル事業に採択された阪南市内の主要観光地の現地視察、観光モデル事業に関

する会議。 

6/10 ＜イベント参加＞ 

  【名 称】 滋賀から始める中小企業の環境保全 ～小さな取り組みでトンボを守る ～ 

  【目 的】 企業が取り組むべき環境対策の1つである、生物多様性保全につて、具体的に何をどう

取り組めばよいのか等について、情報収集をする。 

  【参加者】 滋賀グリーン活動ネットワーク会員、東近江市職員 

  【形 態】 対面 

  【場 所】 積水樹脂株式会社 滋賀工場 竜王製造所（竜王町鏡 731-1） 

  【講 師】 ＩＨＩ株式会社 吉田公亮氏、積水樹脂株式会社 稲垣和美氏 

  【内 容】 自然環境の保全・再生に取り組んでいる企業に赴き、生物多様性保全活動の事例紹

介。さらに、自然共生サイトに認定されている鏡エリアの見学。 

9/4 ＜セミナー参加＞ 

  【名 称】 令和７年度地域循環共生圏に係る地域トランジションモデル構築業務 ネットワーキン

グ 

  【目 的】 地域循環共生圏に係る地域トランジションモデル構築業務に関する有田市及びその他

各地域の取組状況を把握する。 

  【参加者】 有田市、薩摩川内市、酒田市、環境省地域循環共生圏推進室、近畿事務所、きんき環

境館、ほか 49名 

  【形 態】 対面 

  【場 所】 有田市市民会館 

  【内 容】 各地域（有田市、薩摩川内市、酒田市）の取組紹介、フィールドワーク（製油所跡地

が見えるみかん山、浜のうたせ、早和果樹園等） 

10/10 ＜セミナー参加＞ 

  【名 称】 第2回イノベーションプラットフォーム会議 

  【目 的】 自治体や企業の取組事例の紹介、トークセッションから情報収集する。 

  【参加者】 一般社団法人エコシステム社会機構、自治体職員、行政職員他 

  【形 態】 ハイブリッド 

  【場 所】 ビジョンセンター東京虎ノ門 

  【内 容】 複数の自治体の公民連携、地域循環共生圏の取組発表や、厚生労働省、環境省、総務

省がモデレーターとなり、自治体や企業の方と行うトークセッション、登壇自治体ご

とのネットワーキング（オンライン参加者含む）。 

11/21 ＜現地見学＞ 

  【名 称】 環境省令和 7 年度良好な水環境保全・活用モデル事業  栗東市視察 

  【目 的】 一般社団法人栗東市観光協会を中心とした栗東市内での地域活性化に資する活動及び

取組状況を把握する。 

  【参加者】 一般社団法人栗東市観光協会、NPO法人縁活、滋賀県栗東市環境経済部商工観光労政

課、滋賀県立大学、いであ株式会社、近畿事務所、きんき環境館 

  【形 態】 対面 

  【場 所】 GENKI Farm、あるきだす 



15 

  【内 容】 自然共生サイト認定予定地「GENKI Farm」とNPO法人縁活が運営する農業と福祉の取組

を行う就労継続支援B型作業所「あるきだす」の視察、一般社団法人栗東市観光協会、

栗東市職員へのヒアリングの参加。 

12/11 ＜イベント参加＞ 

  【名 称】 ワークショップ「気候市民会議の実施をめぐる課題と対応策を考える」 

  【目 的】 気候市民会議に関する知見、および関心ある関係者のネットワークづくり 

  【参加者】 大阪大学、名古屋大学、札幌市、豊中市、吹田市、NPO団体、地方事務所、きんき環境

館 など１７名 

  【形 態】 対面 

  【場 所】 大阪大学 豊中キャンパス 

  【講 師】 佐竹輝洋氏、長谷川友子氏、遠藤睦子氏 

  【内 容】 近畿圏での気候市民会議開催に向けたノウハウや情報交換の情報提供及びワークショ

ップ 

2/27 ＜セミナー参加＞ 

 【名 称】 働きがい×多様性×beyond SDGs 人材が疲弊しない 持続可能な組織づくり 

 【目 的】 炭をアップサイクルする活動をしている講師の話から、よりよい社会へのwell-being

活動のヒントと知見を得る。 

 【参加者】 企業関係者、ほか約10名 

 【形 態】 対面 

 【場 所】 おおさかATCグリーンエコプラザ 

 【講 師】 梶原暢元氏 

 【内 容】 炭資源の付加価値活用からみた人材活用と疲弊しない組織づくりからのbeyond SDGsに

よって、ここにしかない存在を創るという価値創造についての講演。 

3/8 ＜イベント参加＞ 

  【名 称】 棚田×生物多様性×企業連携を考える棚田 LOVERS 活動報告、交流フォーラム 

  【目 的】 棚田、自然、食、農、環境の素晴らしさを伝え、ご縁をつなぎ、お互いに活動を共有

し、次の活動につなげ、普段の行動を深めるきっかけにすること。 

  【参加者】 棚田 LOVERS 理事・職員、公益財団法人四万十川財団、個人など約 25 名 

  【形 態】 ハイブリッド 

  【場 所】 古民家しろめて 

  【講 師】 中瀬勲氏（人と自然の博物館名誉館長）、嶽山洋志氏（兵庫県立大学大学院緑環境景

観マネジメント研究科准教授）、松本修二氏（姫路市立手柄山植物園研究員）他 

  【内 容】 棚田・里山の生物多様性に関する基調講演に加え、棚田 LOVERS の取組や企業連携によ

る棚田ビオトープやプレパークづくりの取組事例、支援事業者によるモニタリング支

援、プロボノ、資金支援等の事例発表。 
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【名 称】 インタビュー企画（一般社団法人みんなとふるさと）  
【形 態】 対面  
【場 所】 旧福住中学校  
【内 容】 オーガニックビレッジ宣言をした自治体と連携し、地域ビジョンを掲げ、農家や教

育関係者とプラットフォームを構築し、様々な事業を展開していくプロセスなどに

ついて、きんき環境館のWebサイト上で広く発信するためのインタビューを代表の伊

川 健一氏に行った。 

小さな成功体験が、住民主体の鍵に！『一般社団法人みんなとふるさと』伊川さん

の「やってみたい」に寄り添う地域づくり | きんき環境館 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 
11/28 ＜主催開催＞ 参加者数：104名 

 【名 称】 KSP「ローカルSDGs・脱炭素分科会」第8回イベント (国省庁連携)「地域から見た省

庁施策活用の”ポイント”、教えます！～省庁の支援施策を「わかりやすく」「使

いやすく」理解する、地域循環の共創イベント～」 

 【形 態】 ハイブリッド 

 【場 所】 QUINTBRIDGE 

 【内 容】 地域の課題が高齢化や環境、空き家など多様化・複雑化する中で、単独分野では対

応が難しい現状を踏まえ、省庁横断の支援策をわかりやすく紹介。自治体・企業・

団体が連携し、複数施策を組み合わせることで、持続可能で安心して暮らせる地域

づくりのヒントを提供する。 

 【プログラム】 1， （講演1）複雑な社会課題を複雑なまま解決する！―関係者と施策を越境して組
み合わせる― 株式会社イマゴト代表取締役・社会課題解決コーディネーター 
秋田 大介氏 

2， （講演2）人と人がつながる、しくみを活かした多賀町・大滝の取り組み―地域
の暮らしに寄り添い、共につくる多様な関わり方― 特定非営利活動法人おおた
き里づくりネットワーク 代表 朝比奈 遥氏 

3， （省庁ピッチ1）多様な主体が連携し構築する地域包括ケアシステム 厚生労働
省近畿厚生局 健康福祉部 地域包括ケア推進課  

4， （省庁ピッチ2）農村型地域運営組織（農村RMO）の推進～ 地域で支え合うむら
づくり ～ 農林水産省近畿農政局 農村振興部 農村計画課 

5， （省庁ピッチ3）空き家対策への支援と活用事例 国土交通省近畿地方整備局 建
政部 住宅整備課 

6， （省庁ピッチ4）「地域循環共生圏」の創造について 環境省近畿地方環境事務
所 環境対策課 

7， （ネットワーキング） 

 【開催状況】  

 【主 催】 環境省近畿地方環境事務所、きんき環境館 
 【共 催】 QUINTBRIDGE 

 【協 力】 農林水産省近畿農政局、国土交通省近畿地方整備局、経済産業省近畿経済産業局、

財務省近畿財務局 
1/5 ＜主催開催＞ 参加者数：2名 

 【名 称】 インタビュー企画（一般社団法人大和森林管理協会） 

 【形 態】 対面 
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 【場 所】 一般社団法人大和森林管理協会事務所 

 【内 容】 大和森林管理協会が運営する「陽楽の森」を拠点としたプラットフォームづくり

と、地域内外の多様なステークホルダーとの連携について話を伺い、持続可能な地

域づくりを実践している好事例としての経験や知見を、きんき環境館のWebサイト上

で広く発信するためのインタビューを代表理事の谷 茂則氏に行った。 

森と人をつなぐ橋を架け続ける――大和森林管理協会が挑む、森と人が共生する社

会 | きんき環境館 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 
1/6 ＜主催開催＞                               参加者数：1名 

 【名 称】 インタビュー企画（株式会社イマゴト） 

 【形 態】 対面 

 【場 所】 ANCHOR KOBE（アンカー神戸） 

 【内 容】 元公務員としての経験を背景に、行政と民間の論理を翻訳し、官民連携を発展させ

る実践プロセスについて代表の秋田 大介氏に話を伺い、他地域での応用につなが

る事例としてきんき環境館のWebサイト上で広く発信するためのインタビューを行っ

た。 

地域の“やりたい”を行政に“伝わる形”へ―地域の【翻訳家】秋田大介さんが灯

す、未来への火種 | きんき環境館 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 
2/5 ＜主催開催＞                                参加者数：1名 

 【名 称】 インタビュー企画（QUESTION） 

 【形 態】 対面 

 【場 所】 京都信用金庫 QUESTION 

 【内 容】 広範な資源(人・モノ・金・情報)を有する地域金融機関の特性を持って、多様な主

体性のあるセクターが協働する場(地域プラットフォーム)を構築しており、常駐す

るコミュニティマネージャーが、ビジネスマッチングを仕掛け、課題解決に向けプ

ロジェクトを伴走支援するプロセスなどについて、QUESTION（京都信用金庫）の館

長、平野氏にきんき環境館のWebサイト上で広く発信するためのインタビューを行っ

た。 

“？（問い）”を深掘りし、想いを互いに共鳴させる――プロのおせっかいが結び

つける、10年20年先の地域の未来 

 【開催状況】  

 【主 催】 きんき環境館 
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  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

10/21 ＜中間支援会議＞ エネシフ湖北 【形態】 オンライン 

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

11/10 ＜中間支援会議＞ U-PLAT 【形態】 オンライン 

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

11/10 ＜中間支援会議＞ TOMOSU 【形態】 オンライン 

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

11/17 ＜中間支援会議＞ エネシフ湖北 【形態】 オンライン 

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

12/9 ＜ステークホルダーミーティング＞ 奈良コクリ！実行委員会 【形態】対面 【場所】BONCHI 

  【内容】これまでの事業や活動の報告・共有と、奈良に必要な事業や、参加者が実施したい取り組み

について、意見やアイデアを言語化するワークショップが行われた。 

12/12 ＜中間支援会議＞ U-PLAT 【形態】 オンライン 
 

  【内容】月次報告、各事業の進捗確認、ステークホルダーミーティングについて再度説明 

12/12 ＜中間支援会議＞ エネシフ湖北 【形態】 オンライン  

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

12/15 ＜中間支援会議＞ TOMOSU 【形態】 オンライン 
 

  【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

1/15 ＜中間支援会議＞ エネシフ湖北 【形態】 オンライン  
【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、今後の活動予定 

1/18 ＜ステークホルダーミーティング＞ともすラボ 【形態】   対面 【場所】えきまちテラス長浜  
【内容】団体のビジョンの確認、これまでの事業や活動の報告・共有、今後の事業展開に関するディ

スカッションを行った 

1/19 ＜中間支援会議＞ TOMOSU 【形態】 オンライン 

 【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

1/28 ＜中間支援会議＞ U-PLAT 【形態】 オンライン  
【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

2/10 ＜中間支援会議＞       TOMOSU         【形態】    オンライン 

 【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

2/25 ＜中間支援会議＞            U-PLAT         【形態】    オンライン 

 【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

2/26 ＜中間支援会議＞            エネシフ湖北   【形態】    オンライン 

 【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の確認、成果品について、今後の活動予定 

3/7 ＜ステークホルダーミーティング＞一般社団法人DESIGN KYOTO 【形態】対面【場所】梅小路公園  
【内容】団体のビジョンの確認、これまでの事業や活動の報告・共有、今後の事業展開に関するディ

スカッションを行った 

3/9 ＜中間支援会議＞ U-PLAT 【形態】 オンライン 
 

 【内容】月次報告、各事業の進捗と支援内容の今年度の総括、次年度の方向性 
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4， （講演４）ネイチャーポジティブは「地方」とはじめる 〜産官学民全体で共
鳴して取り組むには〜 東北大学 ネイチャーポジティブ発展社会実現拠点 
運営統括、ビジョナライザー 小田切 裕倫氏 

5， （トークセッション） 
6， （関連情報の提供１）大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンス（MOBA） 

大阪府 
7， （関連情報の提供２）ひょうご豊かな海づくり県民会議 兵庫県  
8， （関連情報の提供３）「里海・河川の生物多様性評価に向けた環境DNA技術の

活用」 京都大学フィールド科学教育研究センター・舞鶴水産実験所 特任
助教 八柳 哲 氏 

9， （関連情報の提供４）自然共生サイトに関する各種支援の紹介 近畿地方環
境事務所 

10， （関連情報の提供５）地域の協働を促進する役割としてのきんき環境館 き
んき環境館 

11， （ネットワーキング） 

 【開催状況】  

1/26 ＜主催開催＞                              参加者数：29名  
【名 称】 地域で広げる自然共生サイト支援者意見交換会 

～身近な自然資本の活用に関する意見交換会～  
【形 態】 対面 

 

 
【場 所】 川の駅はちけんや  
【内 容】 「地域生物多様性増進活動推進センター」を設置している近畿圏の2地域（滋賀

県、京都府）および民間事業者の事例を共有し、環境省・ERCA・支援者が連携。

支援現場の課題を共有することで、自然共生サイトの取組推進に向けた人材・関

係組織のネットワーク強化につなげる。  
【主 催】 きんき環境館 

 【プログラム】 1， 開会 
2， 事例紹介 
3， 参加者意見交換会 
4， 閉会 

 【開催状況】  
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 【参加者】 堺市教育委員会事務局学校教育部教育課程課、堺市環境局カーボンニュートラル推

進部環境政策課、近畿ESDセンター  
【形 態】 対面  
【場 所】 堺市役所高層館 

7/17 ＜ヒアリング＞                                参加者数：6名 

  【名 称】 京都市訪問 

  【目 的】 京都市の教育委員会と環境部局におけるESD、環境教育の実践状況を伺い、近畿ESD

センターに求められていることについてヒアリングする。 

  【参加者】 京都市教育委員会事務局指導部学校指導課、京都市環境政策局環境企画部環境総務

課、近畿ESDセンター 

  【形 態】 対面 

  【場 所】 京都市役所北庁舎 

7/22 ＜ヒアリング＞                                参加者数：6名 

 【名 称】 京都府訪問 

 【目 的】 京都府の教育委員会と環境部局におけるESD、環境教育の実践状況を伺い、近畿ESD

センターに求められていることについてヒアリングする。 

 【参加者】 京都府教育委員会学校教育課、京都府総合政策環境部脱炭素社会推進課、近畿ESDセ

ンター  
【形 態】 対面  
【場 所】 京都府庁2号館 

8/19 ＜ヒアリング＞                                参加者数：4名 

 【名 称】 兵庫県環境政策課訪問 

 【目 的】 兵庫県の環境政策課におけるESD、環境教育の実践状況を伺い、近畿ESDセンターに

求められていることについてヒアリングする。 

 【参加者】 兵庫県政策部環境政策課、近畿ESDセンター  
【形 態】 対面  
【場 所】 兵庫県庁 
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【場 所】 NPO法人MSISK法人本部  
【内 容】 NPO法人MSISKへアドバイザー（庄田佳保里氏）を派遣し、運営メンバーが ESD 関

連の基礎知識を⾝につける勉強会を行い、今後の法人活動に役立つ実践的な事例な

ども紹介した。 

 【プログラム】 前半：①ESDの説明 ②学習指導要領のポイント ③SDGsに関して 

後半：R6年のMSISK報告書を参考に全員でのESDの理解を深め、現行の活動に活かす

ためのグループディスカッションを行った。 
 【開催状況】  

2/14 ＜協力開催＞                                参加者数：16名 

 【名 称】 近畿ESDアドバイザー派遣制度  
【形 態】 対面  
【場 所】 自然体験活動施設 みずほ（のあっく自然学校が所有する施設）  
【内 容】 のあっく自然学校にアドバイザー（上村有里氏）を派遣し、ESD に関する体系的な

インプットのほか、自然体験活動施設みずほと周辺の自然環境を活用した ESD プ

ログラムの企画内容やプログラムに関するアドバイスを行った。 

 【プログラム】 1. 個人ワーク（ESDとしての気づき） 
2. レクチャー（いつもの活動に問いと対話を足す） 
3. グループワーク（ESD型プログラムシートを使ったプログラムづくり） 

 【開催状況】  

2/18 ＜協力開催＞                                参加者数：20名 

 【名 称】 近畿ESDアドバイザー派遣制度  
【形 態】 対面  
【場 所】 八尾市生涯学習センター「かがやき」  
【内 容】 「サソテナやお」にアドバイザー（河野晋也氏）を派遣し、セミナー形式の学び

と、グループディスカッションを通じた地域で活動する方と学校教員との交流の時

間を設けて、アドバイスを行った。 

 【プログラム】 1. 河野氏のESDに関するセミナー 
2. セミナーを踏まえてのグループワーク 
3. 3.振り返りと総評 

 【開催状況】  

 

  







42 

 【開催状況】  

 【主 催】 近畿ESDセンター 

 【協 力】 橋本市立学文路小学校、橋本市教育委員会 

 【後 援】 和歌山県教育委員会 

12/16 ＜主催開催＞ 参加者数：43名  
【名 称】 第4回学びあいプロジェクト  
【形 態】 ハイブリッド 

 

 
【場 所】 和歌山県自治会館  
【内 容】 学文路小学校の取組について事例紹介いただいた後、草津市教育委員会 中村

氏より草津市の取組について共有いただいた。その後参加者間で学校と地域の

連携について意見交換を行った。 

 【プログラム】 1， 開会、趣旨説明 

2， 学文路小学校の事例紹介 

3， 草津市の取組について紹介 

4， グループワーク 

 【開催状況】   

 【主 催】 近畿ESDセンター 

 【協 力】 橋本市立学文路小学校、橋本市教育委員会 

1/23 ＜主催開催＞                               参加者数：43名 

 【名 称】 第5回学びあいプロジェクト 

 【形 態】 対面 

 【場 所】 橋本市立学文路小学校 

 【内 容】 これまでのKamuKamu交流Dayを振り返りながら、グループワークを通して地域と

学校が連携してやっていきたいことをグループごとに提案してもらった。 

 【プログラム】 1， 開会、趣旨説明 

2， 林校長よりあいさつ 

3， グループワーク「学校と地域でやってみたいこと」 

4， 全体共有 

5， 閉会 

 【開催状況】  

 【主 催】 近畿ESDセンタ－、橋本市立学文路小学校 

 【協 力】 橋本市教育委員会 
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 【内 容】 セブン‐イレブンのサステナビリティ推進室の社員から、サステナビリティ（持続

可能性）への取り組みについて講演があった。同社が掲げる「環境」「健康」「地

域」「人財」の4つの重点分野や、「GREEN CHALLENGE 2050」に基づく具体的な行

動についての話があり、店頭での「てまえどり」推進やペットボトル回収機の設

置、規格外野菜の活用など、生徒にも身近な具体例を紹介した。 

2/16 ＜会議参加＞                       参加者数：オンラインのため不明 

 【名 称】 探究学習実証事業ガイドライン作成の第2回検討会 

 【参加者】 群馬県立尾瀬高等学校、国立環境研究所、Green&Education、環境省、地方 ESD セ

ンター、全国 ESD センター、地方事務所 

 【形 態】 オンライン 

 【内 容】 全国ESDセンターが今年度作成しているガイドラインについて、作成に携わってい

る松井氏から、ガイドラインの案について説明があった。ガイドライン案の構成、

内容などに関する意見交換、さらにガイドライン案の発信、普及方法などに関する

意見交換が行われた。 

3/5 ＜アーカイブ動画視聴＞                          参加者数：不明 

  【名 称】 京都先端科学大学附属高校 探究学習 第6回 

「11/19京都先端科学大学附属高校 探究授業中間レビュー」 

  【形 態】 オンライン   

  【内 容】 京都先端科学大学附属高校生の「探究学習プログラム」中間発表が行われ、セブン

イレブン・ジャパンの担当者が、生徒グループの発表へのフィードバックと質疑応

答を行った。 

3/19 ＜会議参加＞ 参加者数：オンラインのため不明 

  【名 称】 探究学習の勉強会 

  【参加者】 松井孝夫氏（群馬県立尾瀬高等学校非常勤講師/群馬県立沼田高等学校 探究コーデ

ィネーター）、地方 ESD センター、全国 ESD センター、近畿 ESD センター、地方事

務所 

  【形 態】 オンライン 
 

  【内 容】 講師である松井孝夫氏より、今年度作成された高校教員向けの気候変動をテーマと

した探究学習の進め方に関するガイドラインについて説明があった。また、次年度

には事業者向けのガイドラインを作成予定である旨の共有がなされた。あわせて、

今後の ESD センターによる高校へのアプローチのあり方について、意見交換を行っ

た。 
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